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福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

こ
れ
か
ら
は
水
不
足
も
解
消

～
遠
賀
川
河
口
堰
完
工
式
～

昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
工
事
を
進
め
　
　
堰
は
、
八
門
の
ゲ
ー
ト
で
全
長
五
百

て
い
た
遠
賀
川
河
口
堰
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
五
月
十
五
日
、
完
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

十
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
西
日
本
最
大
の

規
模
、
今
後
予
定
ど
お
り
工
事
が
進
め

ば
、
来
年
四
月
頃
に
取
水
を
は
じ
め
、

北
九
州
市
、
中
間
市
、
遠
賀
郡
四
町
に

一
日
十
七
万
ト
ン
の
水
を
供
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
水
不

足
が
解
消
で
き
る
と
大
い
に
期
待
で
き

ま
す
。し
か
し
、
水
巻
町
の
場
合
、
送
水
管

を
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

、・．．－1

六
月
一
日
か
ら
水
道
週
間

水
は
つ
く
ら
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の

な
か
で
一
日
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
。
水
を
大
切
に
、
節
水
を
心
が
け
ま
し

よ
ナ
つ
。

。
漏
水
を
見
つ
け
た
ら
漕
ぐ
に
連
絡
を

。
水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な
預
金

口
座
振
替
で

－
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Ｈ
Ｈ
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（堂々とそびえる八門のゲート）

水はこうしてつくられる

町の人　口
（4月禾現在）

人　口　　　　26，836人

男　　　　13，081人

女　　　　13，755人

世帯数　　　8，283世帯

転入330人　　出生19人

死亡11人転出271人

6　月1日　　9　時　町民体育大会　み　な　さ　んの参加を。／
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特
例
納
付
期
限
は
あ
と
一
か
月

畿鰐
納付期限　　6　月　30日
保険料額　　月額　4．000円

と
悔
ん
で
も
も
う
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。
　
　
保
険
料
未
納
期
間

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
こ
の
最
後
の
　
㊥
特
別
納
付
の
金
額

機
会
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
一
カ
月
に
つ
き
四
千
円

㊥
特
例
納
付
の
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
納
期
限

国
民
年
金
に
当
然
加
入
す
べ
き
人
の
　
　
昭
和
5
5
年
6
月
3
0
日

あ
な
た
は
将
来
年
金
を

も
ら
え
る
資
格
が
あ
り
ま
す
か

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
、
昭
和
五

年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
に
つ

い
て
は
、
最
低
二
十
五
年
必
要
で
す
。

年
数
が
足
り
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
年
金

係
に
相
談
く
だ
さ
い
。

も
う
待
っ
た
な
し

昭
和
五
十
三
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
老
後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を

救
う
」
国
民
年
金
の
特
例
納
付
は
、
こ

の
六
月
三
十
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
老
後
の
年
金
は
大
丈
夫
で

す
か
。
こ
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す

と
も
う
一
生
涯
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。あ

の
と
き
納
め
て
い
た
ら
と
い
う
悟

を
残
さ
な
い
た
め

年
を
と
っ
て
だ
れ
も
が
年
金
を
受
け

ら
れ
る
と
き
、
一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ

て
、
「
あ
の
と
き
納
め
て
い
た
ら
…
」

こ
れ
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
な
く
、
他
の
公

的
年
金
（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
な
ど
）
を
合

わ
せ
て
二
十
五
年
に
な

れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
昭
和
五
年

四
月
一
日
以
前
生
ま
れ

の
人
に
つ
い
て
は
、
左

記
表
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
の
年
数
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
将
来
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
生
年
月
日

で
は
、
何
年
か
自
分
で

確
認
し
て
下
さ
い
。

●生年月日による期間短縮表（昭和36．4．1以後の期間について）

こ の 期 間 に 生 ま れ た 人 年 数 －

大 正 5 ・ 4 ・ 1 以 前 1 0 年

5 ・ 4 ・ 2　 ～　 大 正 6 ・ 4 ・ 1 ま で 1 1 年

6 ・ 4 ・ 2　 ～　　　　 7 ・ 4 ・ 1 ま で 1 2 年

7 ・ 4 ・ 2　 －　　　　 8 ・ 4 ・ 1 ま で 1 3 年

8 ・ 4 ・ 2　 －　　　　 9 ・ 4 ・ 1 ま で 1 4 年

9 ・ 4 ・ 2　 ～　　　 1 0 ・ 4 ・ 1 ま で 1 5 年

1 0 ・ 4 ・ 2　 ～　　　 1 1 ・ 4 ・ 1 ま で 1 6 年

1 1 ・ 4 ・ 2　 ｛－・　　 1 2 ・ 4 ・ 1 ま で・ 1 7 年

1 2 ・ 4 ・ 2　 －　　　 1 3 ・ 4 ・ 1 ま で 1 8 年

1 3 ・ 4 ・ 2　 〈－・　　 1 4 ・ 4 ・ 1 ま で 1 9 年

1 4 ・ 4 ・ 2　 ～ ・　　 1 5 ・ 4 ・ 1 ま で 2 0 年

1 5 ・ 4 ・ 2　 ～　 昭 和 2 ・ 4 ・ 1 ま で 2 1 年

昭 和 2 ・ 4 ・ 2　 ～　　　 3 ・ 4 ・ 1 ま で 2 2 年

3 ・ 4 ・ 2　 －　　　　 4 ・ 4 ・ 1 ま で・ 2 3 年

4 ・ 4 ・ 2　 ～ ・　　　 5 ・ 4 ・1 1 ま で 2 4 年

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
雑
草
の
お
い
茂
っ
た
空

地
が
あ
り
、
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

雑
草
は
環
境
衛
生
（
蚊

・
ハ
エ
の
発
生
・
ゴ
ミ
拾

場
）
の
悪
化
だ
け
で
な
く

青
少
年
の
不
良
化
の
た
ま

り
場
（
シ
ン
ナ
ー
・
火

災
）
、
曲
角
で
の
交
通
事

故
な
ど
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
「
あ
き

地
等
に
繁
茂
し
た
雑
草
等

の
除
去
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
を
設
け
、
行
政
指
導

は
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
放
置
さ
れ
て
い
る
空

地
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

近
隣
地
区
の
人
は
、
大
変
迷
惑
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
所
有
者
の
か
た
は
、

す
み
や
か
に
雑
草
を
、
除
去
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
①
草
刈
機
の
貸
出
（
無
料
〕

㊥
草
刈
り
を
町
へ
委
託
（
有
料
）
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い

ま
た
、
六
月
五
日
か
ら
は
環
境
週
間

も
は
じ
ま
り
ま
す
。
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
も
う
一
度
お
互
が

こ
の
機
会
に
身
近
な
問
題
に
目
を
む
け

て
み
ま
し
よ
う
。

ゴ
ミ
出
し
は
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
収
集
日
以
外
は
出
さ
な
い

○
ポ
リ
袋
の
入
れ
口
は
し
っ
か
り
結
ぶ

○
収
集
指
定
場
所
に
出
す

○
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に

○
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
分

け
て
出
す

○
粗
大
ゴ
ミ
は
衛
生
係
に
事
前
に
連
絡

し
、
受
付
た
ゴ
ミ
以
外
は
出
さ
な
い

○
木
切
れ
な
ど
は
東
に
し
て
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
は
折
り
た
た
ん
で
出
す

○
生
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
し
て
出
す

○
空
地
な
ど
に
不
法
に
投
棄
し
な
い

保
険
料
納
付
が
困
難
な
人
は
免
除
申
請
を

生
活
が
苦
し
い
か
ら
と
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
な
い
で
お
く
と
、
老
後

の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
の
と
き

の
障
害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
申
請

さ
え
し
て
お
れ
ば
権
利
は
保
障
さ
れ
ま

す
。
七
月
末
ま
で
に
免
除
の
手
続
を
し

ま
す
と
、
四
月
か
ら
釆
年
三
月
ま
で
の

一
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な

ど
任
意
加
入
の
万
に
つ
い
て
は
、
こ
の

免
除
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

シンナー遊びとわかっ

て販売した者に懲役刑

シン欄群雄710番

シ
ン
ナ
ー
、
ニ
ス
、
ポ
ン
ド
な
ど

を
乱
用
す
る
と
心
身
共
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
、
前
号
で
説
明
し
た

と
お
り
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
常

用
し
て
い
く
と
や
が
て
、
は
廃
人
と
な

り
死
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
と
わ
か

っ
て
い
て
、
販
売
し
た
り
、
場
所
を

提
供
し
た
者
に
は
法
的
に
罰
さ
れ
ま

す
。
㊥
2
．
万
円
以
下
の
懲
役
、
1
0
万
円
以

下
の
罰
金

○
乱
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
売
っ
た

り
与
え
た
り
す
る
と

○
乱
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
場

所
を
貸
し
た
り
世
話
し
た
り
す
る

と
㊥
3
万
円
以
下
の
罰
金

吸
っ
た
り
、
吸
う
目
的
で
所
持
す

る
と

授みんなの笑顔は地球の光　南中1年　山本

ヽ

．

・

，

　

｝
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児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

六
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
に
、
児
童
手

当
現
況
届
を
役
場
老
人
児
童
係
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
さ
れ
な
い
場
合
、
引
き
続
い
て

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
降

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

㊤
持
参
す
る
も
の

○
届
出
書
（
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

○
印
鑑

0
5
4
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
5
5
年
度

町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書

な
お
、
5
5
年
1
月
1
日
水
巻
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
な
い
か
た
は
、
前
住
所

地
の
役
所
か
ら
5
5
年
度
分
の
所
得
証
明

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
中
学
校
運
動
場

先
記
の
要
領
で
前
月
の
二
十
一
日
、

午
後
四
時
（
た
だ
し
、
六
月
は
二
十

一
日
〕

当
日
が
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
の
と
き

は
学
校
開
始
日

薬
物
に
よ
る
野
犬
狩
り

…
…
美
吉
野
団
地
一
帯

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

小
・
中
学
校
運
動
場
の

借
用
に
つ
い
て

大
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
つ
れ
て
、

学
校
運
動
場
の
利
用
が
急
増
し
、
数
多

く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

借
用
さ
れ
る
場
合
は
、
借
用
方
法
が

昨
年
6
月
か
ら
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

㊥
申
込
み
方
法

○
小
学
校
運
動
場

代
表
者
は
前
月
の
二
十
日
、
午
後
四

時
に
（
六
月
は
二
十
日
）
印
鑑
持
参

の
上
、
各
校
の
教
頭
先
生
ま
で

あ
り
が
と
う

県
　
身
　
障
　
者

物
品
販
売
事
業

昨
年
の
十
二
月
、
県
身
障
者
福
祉
会

主
催
の
販
売
事
業
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
区
長
会
を
は
じ
め
多
数
の
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
温
い
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
か
げ
さ
ま
で
、
百
十
六
万
九
千
円

の
売
上
金
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
四
万

九
千
円
の
還
付
金
が
あ
り
ま
し
た
の
で

福
祉
会
で
有
意
義
に
つ
か
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
犬
が
人
を
か
ん
だ
り
、
田
畑

を
荒
ら
し
た
り
、
ご
み
箱
を
あ
き
っ
た

り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。犬
を
飼
う
場
合
は
、
犬
小
屋
を
確
保

し
、
家
族
全
員
が
愛
情
を
も
っ
て
最
期

ま
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
美
吉
野
地
区
一
帯
で
、
野
犬

狩
り
を
行
い
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
ま
た
薬
物
を
使
用
し
ま
す

の
で
、
子
供
た
ち
は
絶
対
に
近
か
づ
か

せ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
毒
餌
の
仕
掛
け
た
場
所
に
は

黄
色
い
旗
を
立
て
ゝ
お
り
ま
す
。

実
施
期
間
　
6
月
3
0
日
午
後
6
時
～

3
1
日
午
前
6
時
ま
で

き
れ
い
な
政
治
が
行
わ
れ
る
に
は
、

明
る
い
選
挙
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
清
く
正
し

い
全
国
の
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に

明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う
え
に

役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限
　
9
月
1
0
日
ま
で

▼
提
出
先
　
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

▼
色
と
大
き
さ
　
色
彩
は
自
由
　
大
き

さ
は
亜
珊
×
3
0
戊
か
ら
5
5
甜
×
4
0
戊

○
作
品
の
裏
に
県
名
、
学
校
名
、
学
年

氏
名
、
性
別
を
記
入

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
選
啓
ま
で

合

成

洗

剤

を

追
放
し
ま
し
ょ
う

水
泳
水
巻

五
月
五
日
、
福
岡
大
学
プ
ー
ル
で
水

泳
連
盟
主
催
の
西
日
本
年
令
別
選
手
権

大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
五
名
参
加

し
、
二
名
が
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た

…
西
日
本
大
会
で
好
成
績

こ
の
二
人
は
、
頃
末
小
五
年
、
渡
辺

珠
美
さ
ん
と
猪
熊
小
五
年
大
川
広
美
さ

ん
－
珠
美
さ
ん
は
フ
リ
ー
の
五
十
㍍
で

一
位
、
百
㍍
で
四
位
、
広
美
さ
ん
は
バ

グ
ク
ラ
ブ
に
行
く
ほ
ど
、
こ
の
水
巻
で

も
ち
ょ
っ
と
し
た
水
泳
ブ
ー
ム
。
こ
の

二
人
の
入
賞
で
、
努
力
す
れ
ば
好
成
槙

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
実
証
し
て
く
れ
、

今
後
の
水
巻
の
水
泳
界
に
明
る
い
材
料

を
な
げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

（喜こびの珠美さん（右）と広美さん）

ッ
ク
の
百
㍍
で
六
位
と
な
り
ま

し
た
。二
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
し
、
練
習
が
で
き
な
い

冬
に
は
、
八
幡
西
区
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
で
泳
ぐ
と
い
っ
た

大
の
水
泳
好
き
。
し
か
し
、
珠

美
さ
ん
の
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
団
す
る
三
年
前
ま
で

は
、
全
然
泳
げ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。最
近
は
幼
児
嶺
で
ス
イ
ミ
ン

水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会

五
月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
を
記

念
し
て
、
今
年
も
第
4
回
ラ
イ
オ
ン
ズ

旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
は
、
机
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結

成
し
て
は
じ
め
て
参
加
し
、
注
目
さ
れ

ま
し
た
が
、
吉
田
少
年
団
に
惜
し
く
も

一
点
差
で
敗
れ
て
い
ま
す
。

さ
す
が
に
、
昨
年
県
代
表
に
選
ば
れ

た
伊
左
座
少
年
団
は
断
然
強
く
、
三
回

戦
と
朝
罰
が
ア
サ
ト
で
勝
ち
優
勝

を
は
た
し
ま
し
た
。

他
の
少
年
団
の
今
後
の
御
健
闘
を
祈

り
ま
す
。

伊頃樋吉猪
左
座木口田熊

ｌ

合
成
洗
剤
の
有
害
性
に
つ
い
て
は
、

各
方
面
か
ら
害
が
「
あ
る
」
と
か
「
な

い
」
と
か
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
成
洗
剤
の
主
成
分
で
あ

る
界
面
活
性
剤
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
が
人
体
に

影
響
が
あ
る
こ
と
は
、
各
地
域
で
追
放

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
動
物
実

験
で
も
明
ら
か
で
す
。

福
岡
県
と
し
て
も
、
環
境
対
策
協
議

会
に
「
合
成
洗
剤
対
策
部
会
」
を
設
け

石
け
ん
に
切
か
え
る
運
動
を
は
じ
め
ま

し
た
。
県
の
担
当
課
は
、
公
害
課
、
消

費
生
活
課
、
公
衆
衛
生
課
と
な
っ
て
い

ま
す
。な
お
、
町
と
し
て
も
、
保
育
園
で
は

二
月
か
ら
、
す
で
に
追
放
し
て
い
ま
す

し
、
学
校
給
食
で
は
六
月
か
ら
完
全
追

放
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
無
害
で
安
心
し
て
使

え
も
”
右
け
ん
〟
を
使
用
し
ま
し
ざ
フ

人間生まれた時は、みな同じ赤んぼう　　伊左座小6年　中島貴美子転標語
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町
営
吉
田
団
地
身
障
者

向
け
住
宅
空
家
募
集

▼
資
格
　
町
内
居
住
者
で
下
肢
障
害
1

・
2
級
該
当
者

▼
申
込
用
紙
交
付
及
び
受
付
期
間

5

月

2

7

日

～

6

月

2

日

▼
申
込
用
紙
交
付
及
び
申
込
先

役
場
住
宅
管
理
係

▼
募
集
戸
数

1
戸
（
間
ど
り
6
・
0
・
6
・
0
・
4
・
5
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
　
賃
　
6
2
0
0
円
（
ｌ
か
月
）

共
同
企
業
体
入
札

資
格
申
請
書
の
受
付

▼
受
付
期
間
　
6
月
2
日
～
6
月
1
4
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
係
ま
で

1
歳
6
か
月
検
診

▼

日

時

　

6

月

2

日

・

1

6

日

受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▼
円
容
　
身
長
・
体
重
測
定
及
び
栄
養

な
ど
に
関
す
る
健
康
相
談

6
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼
日
時
　
6
月
2
日
、
1
6
日

必
ず
1
0
時
ま
で
に
本
人
が

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
母
子

保
障
制
度
、
妊
娠
中
の
生
活

指
導
な
ど

6
月
の
周
配
ご
暫
談

▼

日

時

　

6

月

5

・

1

2

・

1

9

・

2

7

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い
、
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す

′
／

県
交
通
事
故
相
談

▼
目
時
　
6
月
2
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
同
市
市
民
談
話
室

郵
便
局
の
名
称
が
改
正

六
月
一
日
か
ら
町
内
に
あ
る
三
郵
便

局
の
正
式
名
称
が
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。
現
　
　
行
　
　
　
改
　
　
正

水
巻
郵
便
局
　
水
巻
害
田
郵
便
局

樋
口
郵
便
局
　
水
巻
樋
口
郵
便
局

頃
末
郵
便
局
　
水
巻
頃
末
郵
便
局

技
能
士
通
信
講
座

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
い
て
い

る
人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知

識
を
習
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
▼
訓
練
科
　
機
械
加
工
科
、
板
金
科

配
管
科
な
ど
2
9
科
目

▼
期
　
間
一
か
年
（
い
つ
で
も
受
付

け
ま
す
）

修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科
に
対

応
す
る
技
能
検
定
職
種
の
学
科
試
験

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
講
案
内
及
び
く
わ
し
い
こ
と
は
八

幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
〔
徽
6
4
1

・

6

9

0

9

）

ま

で

電
気
工
事
士
試
験

▼
試
験
日
時

。
筆
記
　
7
月
2
0
日

。
技
能
　
1
0
月
1
9
日

▼
試
験
会
場
　
福
岡
工
業
大
学

▼
願
書
受
付
期
間
　
6
月
2
日
～
1
2
日

受
験
願
書
は
役
場
企
画
係
ま
で
、
く

わ
し
く
は
県
商
工
部
電
気
係
（
曾
0
9

2

・

7

4

1

・

7

7

0

5

）

ま

で

将
棋
同
好
会
会
員
募
集

▼
発
会
式
　
6
月
8
日

1
3
時
～
1
7
時

▼
場
所
　
身
障
者
セ
ン
タ
ー
（
富
田
〕

▼
指
導
員
　
有
留
五
段

希
望
者
は
当
日
直
接
会
場
か
竹
井
（

曾

2

0

2

・

6

3

3

9

）

ま

で

．
三
上
1
．
三
Ｉ
ｔ
．
・
．
．
ｔ
ノ
．
．
．
′
、
．
．
Ｉ
ｔ
Ｌ
′
．

第4回　さつき展
日時　6月1日－6月4日

毎日9時～20時（ただし

4日は16時まで）

場所　町民会館ホール

主催　水巻さつき同好会

魅惑の花「さつき」、古花、銘花、新花三百余点を揃

えて北九州最大の規模で展示しています。皆さんの多

数のご来場をお待ちします。

6月のし尿汲取予定日
2日　頃末、猪熊

3日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

4日　唐熊、鯉口、猪熊

5日　頃末（15・25区）、猪熊、唐熊、

御輪地、車返し、鯉口、新生街（山
ノロ団地）

日　御輪地、車返し、鯉口、垣添、猪熊
日　緑風園、頃末〔18区）、松栄荘、

6　7

鰹

古賀、新生街

9日　緑風園、中央区、松栄荘、美吉野、
古賀、机

10日　頃末（5・12・13区）、中央区、
片山、立屋敷、伊左座、美吉野

11日　頃末（5・12・13区）、中央区、

川端通り、吉田本村、下二、美吉野

12日　樋口、卯月、古賀区、高松区、中
央区、大橋、県道筋、川端通り、本

村、車返し、二

13日　官ノ下社宅、樋口、卯月、大橋、

県道筋、ヌメリ石、宮尾、商店街、
御輪地

14日　頃末（6・11・14区）、大橋、県

道筋、商店街、月夜待、机社宅

16日　頃宋（6・11・14区）、下二町住、
月夜待、二町住

17日　吉田団地、二町住、猪熊

18日　吉田団地、樋口

19日　吉田団地、樋口、猪熊

20日　吉田団地、二、下二、猪熊町住

21日　二、下二、伊左座、古貿県任
23日　二、下二、伊左座

24日　みずほ団地

25日　みずほ団地、幼稚園通り
26日　幼稚園通り　古賀区（梅ノ木団地

側）

27日　幼稚園通り　古賀区（梅ノ木団地
側）

28日　梅ノ木区

30白　梅ノ木区
ｌ

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたします。

鯉口団地　　　故松尾大吉殿

頃　　　末　　　故弓　桂子殿

古賀新生街　　故花木孝蔵殿

松尾昭太郎殿

弓　正一殿

読殿　　　花木スミノ殿
∴　・・－　・

あなた　の役場です　　電話　（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
糟

Ｇ
縮
　
泉

水
巻
町
企
画
財
政
課
（

01－・・・43

冷

牟

田

印

刷

合

資

会

社


